
 

 

 
●行動計画の取組内容 

 ・ 男性も育児休業を取得できることを周知するため、パンフレット（出産・

育児サポートブック）の作成等により、制度の周知を図った。 

 ・ 上記パンフレットを活用し、出産予定の女性社員、配偶者が出産予定の男

性社員への育児休業制度の説明を個別に実施した。その結果、計画期間中

に、男性社員 1 名、女性社員１０名が育児休業を取得し、女性社員につい

ては取得率１００％となった。 

 ・ 職場優先の意識や固定的な性別役割分担意識の是正のための意識啓発を図

る目的のために、管理職を対象として、毎年２月、６月に管理者向けの研

修（考課者研修）、平成２８年３月、７月、１１月に時間的ゆとり対策研修

（ワークライフバランス）を行った。 

 

●その他の両立支援の取組 

・ 育児短時間勤務制度において、子が小学校就学の始期に達するまで利用で  

  き、法定を上回るものとなっている。 

 
●行動計画 
 
１ 計画期間 平成２７年４月１日～平成２９年３月３１日 
 
２ 行動計画の内容 

① 計画期間内に男性の育児休業を 1名以上取得すること。 

② 産前産後・育児休業に関する諸制度の周知を図る。 

③ 職場優先の意識や固定的な性別役割分担意識の是正のための意識啓発を図

る。 

 

 

学校法人新潟総合学院 

子育てサポート企業として認定 

―次世代育成支援対策推進法に基づく「くるみん」マークを取得－ 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人新潟総合学院        

所 在 地：新潟市 

事業内容：教育・学習支援業 

労働者数：約４００人 


